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今日の講義で学ぶ内容

・ while文

・ do while文

・ break文 と continue文

while文

|

|

繰り返し文 2 while文

鍮

処

儡 、文を実行して繰り返します

条件が falseの場合、while文を終了します

⑮   「高琴葡誅
9前 判定ループでは1度も文が実行され

ない場合があることに注意して<ださい (for文についても同じです)

while文はブロックを用いて次にように記述することもできます

または、if文や for文の書きんと合せて次のように書くと読みやす<分かりやすいでしょう

条件|て6oolean型ァ 関係演算子で表現される式などを記述 します

拓輛17姦 aO計ち

while(図 )図

″Tユ
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ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample9_■ .java

|口 日一―

′ ″

グ グ

∫ 〃

多りし―一

|

i(a::il:∫

:f:ξ:イ

子
                              ‐

′      れ            ヽ̀

public static void main(String[]ar

{  intO塁

:

―

ン` /

〃効iが 5塀醐動す 
「

9`断
^奮 ∠メI

“

ξ¥稔葛b以卜なつ課り返9  
∫ Fざ1「、れ′ルつて`

{「
高面面高高石蒸面轟葛駈選  

「
:す。1)J  たぃ)し(i+‖ 回目を繰り返 していま

ゆェ++」 //変数iを 1増やす (こ こがなければ無限
F繰

り返す)″
ぁ (ラ

し !
}/｀

へ/｀/′

System.outoprintln("繰 り返しが終わりました。 ")3

実行画面

1回目を繰り返しています。
2回目を繰り返しています。
3回目を繰り返しています。
4回目を繰り返しています。

5回目を繰り返しています。

繰り返しが終わりました。
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ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample9_2.java

?

//1、 2、 一 と総計を計算 したとき、50を超えるのはP    ズ

class Sample9_2                             /~~｀
~一 ン́ヘ~

{                 /寸 威■3十 一‐十礼ンタ

public static void main(String[]args)                   /P

{ int i=1」

 //1、 2、 ―。と数え上げ用           
初 Rヽ

int sum=03//総 計用                ιゞt“  ユ

θ キ ■

((』聾rふi[諾Fな
ら繰り返します

          (Dそ Tlユ
13 ④

System.out.println(1+"を 加算し

:;!t:F.:it(lri‖ Ili∫1:i[]:1な彗
〇年後

i++3//変数 iを 1増やす

}

system.out.println(・ 総計が 50を超えました・ )」

実行画面

■を加算します

現在の総計は 1です

2を加算します

現在の総計は 3です

3を加算します

現在の総計は 6です

4を加算します

現在の総計は 10です

9を力8算 します

現在の総計は 45です

10を加算します

現在の総計は 55です

総計が 50を超えました
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餞for文とwhile文はどのように使い分ければいいのP

for文    「ooから△△まで □□を繰り返す」

というように繰り返し回数が予め分かる場合に適しています
/へ /ヽ/へ v`/⌒、/ヘシ//

while文   「ooを満たす間はずつと □□を繰り返す」

というように繰り返 し回数が予め分からない場合に適 しています
ハ′た、ν/∧、プ/～ハン4/

し たとぇば、sample9_2.javaで は

「総数が 50以下の間はずつと.¨」

となります

この場合、繰り返し回数は予め分からないので while文 を使うと便利です

じ 一般に、for文で書ける繰り返し文は while文で書けますし、

その逆もできますので、使い分けにそんなに悩む必要はありません

感
次のように while文を記述するとどうなるでしょうか ,

//While文 のよ くあるミス

class Ext9 ■

{

public static void main(String[]args)

{

int i=1」

〃 while文のプロック {}を忘れたら?

ppllli+鰤
:(1lIIますtr洸

↑9tttЮ ttprinthc繰り返しが終わりました。つ」
↓  (lil[i:延薔7ツ

ク前に ;(セミコロン)を入れてしま

く

た

「 曇

〃 増

飢

…

嫌 Ц 渕 目黎 躯 田 に ザ

}

System.out.println("繰 り返しが終わりました。
n)5

}

while文のプロック{}がない場合

次の1文がwhile文の繰り返しで実

行する文と解釈されます

単独のセミコロン

文はセミコロンでおわ

る処理です

単独のセミコロンは処

理のない空の文です

繰り返しで実行する文

が空の while文 と解釈

されます

次 に続 <ブ ロックは

while文の繰り返しに

は含まれず、常に実行さ

れる通常の文です

4/■ 1 -



do while文

繰り返し文 3 do while文

条件は boolean型で、関係演算子で表現される式などを記述 します檄

当_ド
1列

F d。

(11)While〈菫);

膨 条件は常に文を実行した後に処理されます

財 レァ■ぃいます)

膨 後判定ループでは少な<とも 1度は文が実行さ

れることに注意して<ださい

dC∃□ "ゆ巨h囲〔_|ヽ

do while文 はブロックを用いて次のように記述することができます

または、つぎのように書くと読みやす<分かりやすいでしょう

do屋ヨWhi・e

条件の括弧の後ろに

:セミコロンが必要です
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// do while文の実イ予

class Sample9_

{

public static void main(String[]args)

{     qηフ9′
int i=13      _

//変数 iが 5以下なら繰り返す

do{

//このブロックは最低でも 1度は処理される。

System.out.println(i+"回 目を繰り返 しています。・ )j

。露舞Aヘ

就 ェ 、
1[に

繰り返つ

蝋 躇梗ム江褥 り返しが終わりましい
/

ソースコー ド例

ソースフアイル名 :Sample9_3.java

鼈
while文と do while文の大きな違いは何でしょうか,

while文   う 前判定ループ   )文 やブロックを 1度も処理しない場合があります

(条件を文の前に処理)

do while文 今 後判定ループ   う 最低でも 1回は文やブロックを処理します

(条件を文の後で処理)

眩⊃、hile文とdo while文はともに「ooを満たす間はずつと□□を繰り返す」と
いうように繰り返し回数が予め分からない場合に適しています

/⌒´、/∨へ/、/へ/、∨⌒ /、′ア 、//

邊∋粁or文と while文、do while文はお互いに書き換えることができますので、使い分け

にそんなに悩む必要はありませんが、それぞれの特徴を押さえてお<とスマー トなコー ドが

書けるようになります

3日りし―`

ス∩りa′ ―

う曰曰こ~‐

曰gι 一

口lつ ί ~

`わ

乏ルー

実行画面

1回目を繰り返しています。

2回目を繰り返しています。

3回目を繰り返しています。
4回目を繰り返しています。

5回目を繰り返しています。

繰り返しが終わりました。

- 6/■■ ¨



Sample9_■ .javaで iht型の変数 iを 7で初期化した場合の実行画面

繰り返しが一度も実行さ

れない場合があります

繰り返しが終わりました。

Sample9_3.javaで int型の変数iを 7で初期化した場合の実行画面

7回目を繰り返しています。

繰り返しが終わりました。

do while文

繰り返しは一度は実行さ

れます

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample9_4.java

//キーボード半」定付き入力

■mport java.i。 _二手

class Sample9_

{

public static void main(String[]arg5)                  n《
ζ)

。
 (lif:ll:|::]|;[i:::]lier(new lnputstreamReader(SySiil,そ

n)1:)、

,

ili」
」|ヽ 範E41の値が入力されるまで繰り返す      (:キ

'(7み

Lゆ丼う

ittit:mil瑾』lilll::li妥 |「。視勇EW   「
入力してくださしヽ0 "),

}While(numく 1 11 num >lo)j

System.out.println(‖ あなたが入力した値は
‖+num+‖です。")5

実行画面

■から 10までの整数を入力 して<ださい。

-l θ
lから 10までの整数を入力して<ださい。
フ     c三ニア
あなたが入力した値は 7です。
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|■ | ■‐.I break文と continue文    | |‐ :■ ::

break tt      switch文 または for、 while、 do while文 内の実行中の処理を

終了し、その文から抜けます

fOr(… )

{

ソースコー ド例

ソースフアイル名 :Sample9_5。 java

実行画面

1回目を繰り返 しています。

2回目を繰り返 しています。

3回目を繰り返 しています。

//無限ループからbreak文により抜ける

class Sample9_

{

public static void main(String[]args)

{

int num=33  //抜 け出す繰り返しの回数番目

int cnt=03  //繰 り返し回数のカウント

i子 (〔 um==cDOlbre,Kj

//指定された回数番目で break文により抜ける

撃
え寿巡延豆O  //無

限ループ
           __

∫nt++』

system.out.println(cnt+"回 目を繰り返 しています。

cnt
θ

l /1□曰―

よ /)曰η―

δ 、/80日 ―

」

:1)メ
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響藤
k(ぷlttm

×

   了 繁
d° Whttiキ

ップしま1

for、  while、

動 終端に繰り述

continue文

ソースコード例

ソースファイル名 :Sample9_6.java

fOr(… )

{↓
:

ス式/つ
゛ ミダ́こ`|ル し'イラ乙 り方

′
リ
ワ

／
１
１内

′

／

‐

ヽ

//COntinue文により繰り返しをスキップ
class Sample9_

{

public static void main(String[]args)

{

fOr(i=■ 51く・
6j i++)

ん

//
/ュ

:l[lim=35//スキップする繰り返しの回数番ロ
ソ
む

//1旨定された回数番目はcontinue文によリスキ:チノ
/♪
/′

//』 g一 ―

ゾ′θ周 ~~

if`濡 m干=i)妙

ゾ″g目

v∫』β
ノ′θ曰

System.6utoprintln(i+‖回目を繰 り

実行画面

1回目を繰り返 しています。

2回目を繰り返 しています。

4回目を繰り返 しています。

5回目を繰り返 しています。

6回目を繰り返 しています。
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実行画面

i=0

i=1

1=2

厄賢月〈Ct家ラご↓3段野
break文や continue文からみて最も内

break率  → 最も内側の switch文や繰り返し文を抜けます

continue文 → 最も内側の繰り返し文の繰返し部分の終端にスキップします

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample9_フ .java

期 より外側の繰 り返 し文を breakしたい場合は

→ ラベル付き break文

軸J′
より外側の繰り返し文に対して continueを行いたい場合は

→ ラベル付き continue文

//入れ子の繰返 しの中で break文を使う

class Sample9_

{

public static void main(String[]args)

{

int i」

//内側のブロック内で break文を使うとP

T9r(i=Ojiく 3si++)

{

System.outoprintln(111=11+i)」

影2ゼらヽしつ;

hlle(t rue)

|.の

… ■0/11 ¨



盟 今日の講義のまとめ 器
O while文 と do while文 は繰り返し処理を記述します。

・ whi燈 文は、繰返し条件と繰返し対象の文からなります。まず、条件が評価されます。条件

が真である間、文が繰返し実行されます。条件が偽になるとwhile文は終了します。

・while文は、for文と同じ前判定ループです。

・ do while文 は、繰返し条件と繰返し対象の文からなります。まず、文が実行され、その後

で条件が評価されます。条件が真である間、文が繰返し実行されます。条件が偽になると do

wh‖e文は終了します。

O do while文 は、後判定ループです。後判定ループとは、対象となる文を処理した後に条件

が評価 0判定される繰返し処理のことです。

・ break文は、switch文または for、 while、 do wh‖e文などの実行中の処理を終了し、その文

から抜けます。

・ conlnue文は、for、 whib、 do wh‖e文などの実行中の処理を終了し、繰返し音[分の終端に

スキップします。

― ■■/■■ ―




